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Miguma UEXO: Soil erosion at Oguni. (The Second report). 
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I 緒 t 

E司

近年台風による災;ち:，LU:こしく治山治水の問題がやかましく叫ばれている折折， UJ地問J干iの i住

民lこ1'1'い土砂流 /1'1 if~: を|リj らかにする必要を生じた。本邦山 fí;.;l:也方の様な去f:JJJII!.;~?に於けるニUi少

流 11'，長を批:J;rするととは存易でないが，小国i試験I庄内に於て昭和122 年から土砂iilU!'，量の観ìJllJ

を IHJtifì し，その成中立の一部jをさきに報fi? したが1 〉， 昭和125/'1と及び 26 /'I~ は豪l:IJが多く叉土!ぽの

火消に浅くなるに従って土砂ifrE /1', +icが増大して来たので，此処にその蹴裂を HÆ-;片し部 E 手uとし

て参考に立した L 、と，目、う。

H 試験の方法

土砂流出試験の方法は第 I 報と同様で，試験i地也山Jは土小国;試i主式4えt験i地也内の一小丘の北而 3却O。の f傾草頃{柔

でで、 7叩O 年生のスギ材d也を f伐主採問墾して裸地とした戸所所円庁'1にこ，而.m 1. 5a を選んで亀 fjl 71予にスギ叔で

区切り外方から土砂や地支水の流れ込まない様に設備し，枠内の土砂のみが容易に下方のタン

クに流れ込む様に装置したものである。流，1-)'，土砂の重量は乾燥したものでなく便利上水油がな

くなってから計ったものである。

元熊本支場小国試験地
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凶
号
昨
白
番

1-時間|

年 l 月日|雨司書室lb監
1 mm! mm  1 kll 。

(61) 11昭和25年 1.18 

(62) " 1.28 24: 9 2.400 11 (103) か 3.6 1 361 2 

(63) " 1.30 45124966l(l刊か 4.2~ 31 171 5 

(64) '/ 2.8~ 9 941 14 1 8.486 11 (105) 1 // 4.11 1 181 5 0.415 

(65) '/ 2.11~ぺ 2 301 6 1 0 ・ 750 1I ;~白)か 4 ・ 19 1 341 6 0.6C コ

(66) // 2.14 201 4 1 -:1 (107)ル 427~29121112 52.250 

(67) " 3.6~ 7 441 II 1 3 ・ 424 11 (108) か 5 ・ 7:: 81 ~:i : 
(68) " 3.17 264  1(l聞か 5.22 1 151 3 

(69) // 3.25 231 5 1 :1 (110) か 5.30~311 751 19 55.000 

(70) " 4.5 371 II 1 2.7∞ 1: (111)" 6.4 1 191 7 0.200 

(7 1) // 4.17 20i 4 ー (11フ)か 6. I 4~ 15! 471 6 0.560 

(72) // 5.4 

(73) // 5.17~20 481 II 1 3.750 11 (114) か 6.25 1 311 9 1.230 

(74) // 5.27 201 12 1 7.95011 (115) 砂 6.28 1 621 21 56.775 

(75) " 6.8~ 9 
3:1 6 1 ~.=~~ 11 (II~: // 7. I へ〆 2 30 3 

(76) // 6.17 「 83叩い // 21. 120 

(77) // I 6.19~20 521 14 1 24.900 11 (118) // 7 .8~ 91 341 6 0.850 

(78) // 6.21~22 341 II 1 2.C こ o 11 (119) // 167.180 

(79) " 6.24~25 3281( 却) // 7. II~ 12: 361 I! 8.100 

(80) " 6.27~29 4ヲ 8 1 3.375 11 (121) // 7 . 12~ 131 134~ 20 141. 935 

(81) 11 7. I 251 10 1 I 陥 l(12) " 7 • 13~ I 41 182! 43 550.120 

(82) 11 7.9~10 471 24 1 33.750 1I (123) " 7.14~15 83 17 43.250 

(83) 11 7.15 18 18 16.515 ( 124) 11 7.15へ~16 38 21 49.120 

(84) 11 7.27~29 48 10 3.675 ( 125) " 7.16~17 40 6 2.30C 

(85) '1 8.13 85 33fBm(126)  1/ 7 .19~20 1381 48 665.360 

(86) 1/ 8.19~20 77 |() " 7.25 10 4 

(87) " 9.7~ 8 73 65 1 522.5∞ 11 (128) 11 8. II 15 13 14.250 

(88) 11 9.12~13 90 23 1 142.500 ii (129) /1 8.29~30 28 5 ~ 

(89) 11 9.13~14 103 14MG|(130) " 9.8~9 27 3 

(90) 11 9.15~16 67 31 1 386.000 11 (131) 11 9.14~15 45 12 20.250 

(91 ) '/ 9.16~17 19 4 (132) 11 9.24~25 56 18 125.000 

(92) 11 9.26~27 27 6 0.250 ( 133) 11 9.29~30 17 5 

(93) 1/ 10.3~ 4 45 9 1.300 ( 134) 1/ 10.8司~ 9 17 3 

(94) 1/ 11.5-、- 6 21 4 (135) 1/ 10.13~14 74 6 1. 8C コ

(95) 11 11. 9~10 9 2.5C コ ( 136) 11 10.14~15 59 18 136.250 

(96) 11 11.18 36 7 0.200 ( 137) 11 10.23 3 

(97) 11 12.16~17 19 8 2.300 ( 138) 1/ 11.15 24 9 6.50C 

(98) 昭和26年 1.6 19 4 0.820 (139) // 12.22~23 21 5 0.820 

(99) 1/ 2.8 27 4 0.535 (140) // 12 .25~26! 56 B 4.300 

(100) " 2.21 19 5 1.136 (141 ) I1 7 2.500 

(101) 1 // 2.24 19 5 1.350 
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干干勺三)jlj:l:7i少i相 I ~ irl: を比+交したのが第 21ミでるる。

|年雨泣|土砂
I -,-I'I'J.'i=!. 流出量

mm I kg 

昭向 I 2103 ¥ 1…B 

か 26 か I 2516 I 2131.876 

指 1 去によればー降雨 10mm 又は一時1 l\J 4 

mm程度の降雨では殆んと、:Ui少の流出を見歩，
l平均土砂

測定回数流出法
kg 

支2 外5

iむ一降雨 20mm に注する降雨でも一時illJ 6mm 次年

以上の強[:日がなければ土砂の流出を見ない場合
49.1 37 

が多い。即ち (66) ， (68) , (69) , (71) が一降
48.5 44 

同 20mm 内タトでゴ;砂流 11 ~ :htのなし、;也列である

この粍度の降1、日でも冬季に於て往々平，ìttの U:i!1! f，!， JJJ によ ì) .乏 lldi'nl こ j容 F している:l:砂がタカ)，

一時ii\J故ンクに流れ込む'Jf.もあり， (98) , (99) , (100) , (101) の如1< ー降雨 20 mm (~j卜 p

多雨長 4~5mm で汁:砂流/1'，を見た場合もある。作@r竿[:日の場合は一時1I\J 5~6mm の強市で

なくてはこ[:1i'!Jは流/1\せ歩，一時IIIJ 10mm 程度の強間迄は組めて少L、が，一昨日\J 30mm 程度

と ALカ以下二Ui'!Jの衰ドJ1で、は甚大な設に j主:し， (61) , (87) , (90) , (122) , (126) はその辿例で，

流/[\長の)..;_部分を， Ij める。

l吹に 11f{，f:11 24 年の様に豪l:[Jの少い年lエヨド雨量 2900mm の多量に注しでも土砂流出量は 239

kg に過ぎないが， f1!{平11 25 年， 26 I， I~の様に豪雨回数の多1.，1，1'-は弟 2 去の女I1 く I，n、日:lP: 2103mm

~251Gmm 程度でも:[ : ?i'!;l'm'. / [ "設は 1800 kg~2130 kg と昭和124"ドの 7~91:T，-.:i"に注している。

雨量と土砂流出量との関係W 

土砂iÂt/lI Í!'c は降r:日荒の多完による事は諭を侯たないが，又土砂流11'， ijそは豪雨と関係得接で、あ

るから，市 1 去のこ[:砂iJî'ë /I'，:}止と一時li\Jiは多雨量の相関係数を求めると 0.87 で p 両市ーの関係特f

接で、山~JMI'~関係を示すので，故小自乗法により両千千の関係を求めると火式がilF られる。

図1 第yニ 11.36x-96.0 

J<t 
y は二[:砂iオW\1ïr kg 

メ (DJx は一時I I\ J故多雨量 mm

x(E) 土砂流川-it と一時1l\J:lIl:多!日7止の閣係
x(A) 

nv 
m叫

土
砂
流
出
量

ω
c日
]
-
申
出
回

を図示したのが第 1 図で，第 1 図を見
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ると土砂流/H量は一時im 10mm 程度

一時1I \J 30 の強雨では極めて少いが，

mm程度の豪雨となると甚大で、ある。

X場rx

x[BJ 

XX 畳
王 ^ X(CJ 

100 叉降雨前の土壌の乾湿によって差異

.,nm 50 

一時最多雨量
Maximum rainfall amount per 1 hour 

10 

白

。

を生やる事が窺われ，例えば第 1 図の

{A) は昭和 25 年 9 月 7 日の雷雨，

(B) は昭和 25 年 1 月 18 日の雷雨，
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(C) は昭和 25 年 7 )j 10 日の降雨であるが，何jしも土壌の充分湿っていないと，目、われる時の

豪雨で土砂流出量は;t;.1j合に少い。 又 (D) は昭手荊和l日12お6 主勾年ドミ 7 }汀] 19 日の辿日の降I雨刊後のゾ大記(1:トH川:]刊|同4

(E町)は昭和 2お6 年 7 )汀j 1日3 日の;主祉辿H主li 日降雨後の大雨， (F) はIl(i.fll 25 年 8 月 13 日のキジヤ台

風の場合， (G) は昭和 25 ~]'. 9 n 15 日の連日大雨後の豪雨で， 何れも土壌が充分湿ってか

らの豪雨の場合や瓜圧を伴う台風の場合は土砂流1.1 ， 1， )TC は甚大である。

以上の様iこ土砂流11'，量は f~年j:]Jの強度に故も筏接な関係を有するものであるがp 降j:1Jjjíjの土壌

の車E湿によって差異ーを生十る事を認め件る。

V 地表流下雨量と土砂流出量

小国主"t~余地内の材、内外地炎Nê 下雨量の測定2) によると，一昨):]110mm 迄は地支流下雨量は

なし一降下ìJ 15mm 程度に江ーするとゴニ壌の湿りや降雨の強度j'f'iの如何で、軽少の流下回景があ

り，一降雨 20mm に j主ーすると蹴ねJ@.支流下があるが，ニ1:壌の-乾燥せる場合や強度の弱い降f:fJ

の場合等はな会地夫流下がない。{万二し地支流下雨fl!ーは降1:]Jの多本よりも~:]草ろ降雨の強度に比例

し，一時間 20mm の豪l:lli となれば林取も視lJ也も IIf/HíJ様に流.{l，一時間 30mm 以上の豪雨で、

はf巣地の流下雨量の榊大が宮しい。

土砂流出量も地表流下I、]J荒の少い時は軽少で、あるが，地炎流ド雨量却乙なるに従って激しく

なり，地支流下市長と ]líJ様に降雨の強度によって増大し，土血友ì~cn日量の少い 10mm 以下の

降雨で、は土砂流1+\荒はJifìんどなく， 20mm , 50mm 限度の一昨雨でも強度の弱い時は土砂流

出はなし一時間17~8mm の強雨で少し土砂を流/1'，し， 地支流下雨量の増大する一時fl lJ 30 

mm 以上の豪雨となると土砂iJlW\量も増大してくる。

年々木邦に発生する大洪水は概ね 1 時間 30mm 以 1-.の豪ド]:jが数時fI日に及ぶ場合で，例えば

大正 10 年 7 月 17 I1 の筑後川大洪水は 1 時間 50mm の豪1:]Jが 3 時IIHに及んで'J:砂流ifl，甚た

で，昭和 13 年 7115 fl の前'f'P大洪水は 1 時間 30~50mm の豪雨が 4時1mに及んで、 fW也の崩

壊土砂の流出甚大であん 又Il(i手11 13 年 10 11 15 11 のん隅牛島大水害は 1 時fIlJ 40~80mm 

の豪雨 8 時間に及ぴMW'， ニ 1 :砂TIそは数 1宝町歩の問地を割めたが， 1 時間 40mm 以上の豪i刊とな

ると土砂流Ifl，]走は地支水と 15に増犬し，とれが数時1 1\ 11乙及ぶと大水容を惹起する。

¥1 土砂涜出量の変化

第 3 去

年 次 |昭和碑i昭和碑i昭和24年I~B和2哨B和26年

年雨量 mml 17∞ i 2000 I 29∞ |21ω2516 
l時間30--60mm回数-[ -1  -1412  

土砂流出走 t叫hl l.7 1 7.7 | l5.9 1 121 ・ 1 1 142 

Il(j手1122 年~26 年の年土砂流

tI¥ ir~: ， 年f:l J1rt，豪雨回数を示し

たのが沼 3 去で，昭和 22 年~

24 ~I三とIlH ;f;1I 25 年~26 年の土

砂ifrUl'，荒の附紋別回数を示した



のが弟 4去である。

土砂流出量

kg 

昭和 22~24 年回数

昭和 25~26 年回数
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第 4 去

1~2 山

fJ(，j手11 22 年九24 /，ドは土砂NW'，最は一昨日正 5kg 以下の場合がJNilllで， 10kg 以上流山した場

介は僅かに 7 回に過ぎないが， 昭和 25 :'1三 ~26 :'1三は 10kg 以 1-.が 25 [úl で‘r[' 100kg 以 i二が

10 回に註している。従って年流出土砂長も昭和1 25 年， 26 :'1:'は 24 :'1三の 71f{- j.えJ'. となってい

る。

昭和 25 :'I~ ， 26 :'1三が 24:'1三に比して土砂NWI:lJtが甚大となったJ!;f 1'51 としては， (1) I1(H:ll 24 :'1'ｭ

は多mであったが.1:砂流1M長が甚大となる一時間 30mm 以 l二の豪H:jの発生がなく， 11日和 25 年

は一時IiH 30mm 以上の豪l:I初q 凹， 26 :'1三は 21i}_J発生したとと， (2) 試験地の衣J二が年々流失

してJC第に浅くなり地夫流下雨水がiftれ易〈土砂のNEIH も多くなってきたとと，(3) Il{j手1125 "1:' , 

26 !.t三は l試験地内の雑立を矧築に取り去ったととが巧えられる。

VlI結 日

土砂iオ(/1'，長は -1;相手j 10mm 以下の場合は殆んどなく，一降l:IJ 20 mm でも流下条件のよい場

合のみ軽少な土砂流11'，があり，一降下1150mm でも弱度の降i、f:iで、はこ1:砂流1 1'，はない。

強度の降ト]:jでは 1 時IiH 7~8mm から土砂流 11'，があり， 1 時ìllJ 30mm 以上の奈川となれば

土砂流I I'， It1:は著しく哨んする。

ニ1:砂流川'M: y (r白川t 1.5a , {I日i烈 30 0 よりの土砂流川長 kg 単位)は地夫流ドIW社と IIIJ様に

ー・日年Ii H最多H拍t x (111m 単位)と街接な関係があり y=11.36 x-96 ， 0 で示さ.l l，降j:\~前の土

壊の乾湿や大j:l:j rl'の豪雨の!副主を考慮に入れ L ぱJ二1î少流11'，景を前式で推算し得る。

昭和 25 !.f , 26 !.1三が土砂流lH11tが多くなったのは，豪雨flll数の多かったとと， 夫ゴ:が"1:' 々

浅くなったとと，雑平を頻繁に取り去ったことによると考えられる。

本邦山岳のような台風性豪雨3) 地帯は土砂流HI大で治山上考慮すべきであり，又故近各河川

の土砂流出量が哨大して来たのは，近年頗繁に台風性豪雨に見舞われたとと，森林の過伐や山

地の開拓等がその-f!..:1であろう。
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(1) Soil losses from barren experimental plot with a slope of 57.7% and 

an area of 1.5a were measured. 

(2) Soil loss for a single rain, y (kg) , cIosely correlated with maximum 

rainfal1 per hour, x (mm) , and the next formula was derived. 

y=1L36x-96.0 

(3) The frequent torrential rains, the year1y losses of top soil layer and 

the frequent e1iminating of weeds are thought to be the reason why the soil 

loss in 1950 and 1951 amounted to 121.1 and 142.1 ton/ha, respectively, and 
far exceeded those of the preceding 3 years (from 1947 to 1949). 

(4) The soil erosion in mountain districts washed by frequent torrential 

rains caused by typhoons must be careful1y considered. 

.. 


